
2021 年度 東京学芸大学主催 SSH/SGH/WWL課題研究成果発表会要項 
 
１．主催  国立大学法人 東京学芸大学 
 
２．日時   ２０２２年２月２３日（水）９：１５～１２：３０ 
 
３．会場    オンライン開催（口頭発表は Zoom を予定） 
 
４．目的 
 １） 生徒たちが SSH/SGH/WWL課題研究の成果を発表し大学教員ら専門家からの評価を得

ることで、各自の課題研究を進展させる機会とする。 
 ２） 生徒たちが主体的に研究発表し意見交換を行うことで、互いに知見を深め友人関係を拡

げる機会とする。 
 ３） 高校と大学が連携して生徒たちの SSH/SGH/WWL課題研究を支援し評価することで、

育成すべき資質・能力を見定め教育課程の改善に資する機会とする。 
 

５．参加校 東京および周辺の SSH/SGH/WWL指定校など 10 校 

   埼玉県立浦和第一女子高等学校     筑波大学附属駒場高等学校 

   東京工業大学附属科学技術高等学校     横浜市立サイエンスフロンティア高等学校 

   東京都立戸山高等学校               筑波大学附属坂戸高等学校 

      金沢大学附属高等学校                 タイ王国 PCSHSCR 

      東京学芸大学附属国際中等教育学校      東京学芸大学附属高等学校 

 
６．部門（事前登録でご覧になれます。） 

  口頭発表 ポスター発表 

参加予定数 10 グループ程度 50 グループ程度 

場所（HP） SSH：A      SGH/WWL：B C、D、E、Fブロック予定 

時間 
20 分程度 
（発表 10 分、質疑応答 8分） 

同時開催 
（前後１週間閲覧可能に） 

発表言語 日本語 or 英語 日本語 or 英語 

審査方法 大学教員複数名による評価 専門家及び参加者による評価 

表彰（予定） 
SSH 部門：最優秀賞、奨励賞 
SGH/WWL 部門：最優秀賞、奨
励賞 

SSH 部門：優秀賞３本、奨励賞 
SGH/WWL部門：優秀賞３本、奨
励賞 

 
 
 



７．審査 
 審査員は東京学芸大学の教員が務めます。 
 口頭発表：SSH 部門・SGH/WWL部門それぞれ最優秀賞を選びます。 
 ポスター発表：SSH 部門・SGH/WWL部門それぞれ優秀賞を選びます。 
  上記のほか、口頭発表・ポスター発表とも優秀なものについては奨励賞を授与します。 
 
８．日程 

開始 終了 進 行 

9:00 9:15   発表者の当日接続確認 

9:15 9:30  開会式 挨拶：東京学芸大学学長  國分 充 

9:30 12:10  口頭発表（SSH：A  SGH/WWL：B） ポスターセッション 

9:30 9:50   １ 発表 10 分 質疑応答 8 分  ポスター（5分動画）       
を自由に見てもらい 
コメントを寄せられるよ
うにします。 
（HP は 3 月 16 日まで 
公開予定） 

9:50 10:10   ２ 発表 10 分 質疑応答 8 分  

10:10 10:30   ３ 発表 10 分 質疑応答 8 分  

10:30 10:50   ４ 発表 10 分 質疑応答 8 分  

10:50 11:10   ５ 発表 10 分 質疑応答 8 分  

11:10 11:30     ６ 発表 10 分 質疑応答 8 分 

11:30 11:50     ７ 発表 10 分 質疑応答 8 分 

11:50 12:10     ８ 発表 10 分 質疑応答 8 分 

12:15 12:30 
 全体講評（審査員） 
  閉会式 挨拶：東京学芸大学副学長 狩野賢司 

 
９．連絡先  東京学芸大学附属高等学校       〒154-0002   世田谷下馬４－１－５ 

       MAIL：sule＠gakugei-hs.setagaya.tokyo.jp   TEL：03-3421-5151(代表) 

 


